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令和２年度下田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
包括担当エリアは、日吉地区の西部に位置しており、高齢化率も２３％を超えております。さらに認知

症の方（特に認知症自立度Ⅱ以上の方）の割合も増加傾向にあります。このことからも、地域住民に対
して、認知症に関する理解や啓発を促進し、地域住民の支え合いを支援する必要性があります。
（ＪＡＧＥＳによる地域診断の結果からも、「うつ」「認知症」「閉じこもり」のリスクが高まることも予想され
ている。）
また一方で、若い世代の転入出も多く、０～６４歳の人口は、数年前より減少傾向となっています。子

育て世代については、慣れない土地での生活に不安を感じる親も多いことから、それに伴って、地域の
子育て支援活動が活発な地域でもあります。
地理的な面でも、山坂が多く、車両の通行が困難な細道も幾筋もあることから、今後高齢化が進むに

つれて、外出や買い物等に対するリスクも高まることが予測されることから、日々の生活支援に関する
取り組みも必要と考えます。
このような状況を踏まえて、今年度も引き続き、以下の重点的な取り組みとして、まずは、地域ケアプ

ラザの基本的な機能や役割をしっかりと地域住民に理解してもらい、各分野ごとの事業を積極的に優
先して行います。
なお、新型コロナウィルスの影響により、在宅生活を強いられている要援護者の把握も随時行いなが

ら、状況悪化を防げるよう、適宜サポートを行う必要性もあると考えます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域の身近な相談窓口としての機能を周知する。
・広報紙や施設独自のホームページ、SNS等を活用。
（発信力強化のため、ツイッターを開設します。）
・各種事業を通じて、相談窓口をPRする。
・地域の行事等へ訪問した際にPR。
・出張相談会の開催。
・施設機能を記したチラシの配架。（近隣の関係機関など）

様々な事業（講座等）や情報交換等の場を企画して、ケアプラザ機能や地域の実情を伝えなが
ら、地域活動に関心を持ってもらう。
・現役世代が参加できる事業や開催時間帯の工夫。
（夜間帯の活用）
・多世代で集えるイベントの開催。
・ボランティア養成のための講座や事業の企画。
・例年子育て関係のイベントをそれぞれ企画していたが「パパ・ママ教室（仮称）」として統合し連
続講座にすることによって参加者の交流を深める。

介護者の心理面でのフォローや孤立防止の取り組みとして、
・介護者講座の開催。
・介護者のつどいや認知症カフェの開催。
・実技に特化した教室の開催と、相談体制の強化。
・現役世代を対象とした介護者教室を土日に開催する。

今年度は新型コロナウィルスの影響により、各種事業の中止や延期、縮小等を余儀なくされました。上記の重点
的な取り組みにつきましても、修正や変更しながら、地域ケアプラザとして可能な範囲の中で行ってまいりまし
た。

・幅広い層にケアプラザを知ってもらうためにtwitterを開設し、積極的に情報発信しました。
・非常事態宣言明けにすぐ、子育て支援者会場としての場所を提供し、親子の居場所として機能できました。
・地域の掲示板や各種媒体を活用しながら情報発信に努めました。
・公園でのラジオ体操やウォーキングの会を企画し、コロナによるフレイル予防の一助となりました。
・認知症キャラバンメイトの活動が難しい状況であったため、モチベーションを維持できるよう、小さな集団での活
動を提案・実施（実習学生に向けた講座の開催など）することができました。
（8/30おしゃべり九官鳥による認知症サポーター養成講座を開催。）
・オンラインを利用し「男の料理教室」を開催。また、地域の担い手へのきっかけづくりの一環として樹木の剪定
講座も開催し、地域活動への意識付けを行うことができました。
・介護者のつどいは６月から再開し、デイサービス利用者等にも周知を進めアプローチし利用に結びつけること
ができました。
・日吉地区社協に対して、コロナ禍の地域活動アンケートを関係機関と共に実施し、第４期地域福祉保健計画の
策定の参考にしていただく。さらにこのアンケートに上がる課題を抽出して、地域ケア会議へのテーマ設定にも
活用する予定。

□ 区からのコメント
これまでと同様、個別支援から各種事業、地域住民や支援者等とのネットワーク作り等、地域ケアプラザ一丸と
なって取り組んでいます。
今年度はツイッターでの情報発信、地区社協向けのアンケート、公園でのラジオ体操、畑プロジェクト等、コロナ
禍であっても感染対策をして、実施していただきました。これらの取組や活動が次年度以降も広がっていくことを
期待します。
今後も、地域のあらゆる世代の相談拠点としての活動、活躍を期待しています。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

延契約者数：2447人
月平均数：203人  ３月末時点：187件人

契約者数：１０８人
要介護１：２３人・２：４２人・３：１３人・４：１８人・５：１２
人

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

本人の生活に沿った実現可能な目標に向かって、で
きないことを補うのではなく、本人の行動変容につな
がるよう、環境を整え生活機能低下の背景を分析・
課題を明らかにして、悪循環から好循環に転換でき
るように支援します。また、地域の特性を活かし地域
力を高めていきます

主任介護支援専門員・1人 社会福祉士・1人 看護
師・1人
介護支援専門員・2人（非常勤）

居宅介護支援事業

利用者の心身の状況、その置かれている環境等に
応じて、利用者が自立した日常生活を営むことができ
ることを目標として、居宅サービス計画を作成し、
サービスを総括的効率的に提供するための連絡調
整を行います。

介護支援専門員 ３人（常勤専従２・常勤兼務１）

通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合には、その交通費（実費）の支払
いをお願いすることがあります。

通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合には、その交通費（実費）の支払
いをお願いすることがあります。

令和２年度下田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

指定管理者としての公正・中立性や福祉に携わる
者として、法人倫理規定その他の方針・指針、毎年実
施する「利用者アンケート」等を活用し、人権意識や
維持向上に努めます。なお、各種ミーティングや事例
検討の場も、自らの姿勢の振り返りの機会として役
立てます。

また、日々得られる情報についても、施設独自の広
報紙やホームページをはじめ、様々な情報発信媒体
を利用することや、地域の会合や事業などにも参加
して、直接の対話も心掛けながら、情報発信できるよ
うに努めます。さらに、施設利用に関しても、貸館や
自主事業に誰もが分かりやすく利用参加できるよう、
定例会議等を活用して、常に利用者への対応方法等
を話し合い、適宜修正改善を重ねながら、利用者本
位の施設を目指します。

法人倫理規程その他の方針・指針、「利用者アン
ケート」等を活用し、内部研修を行いました。また、随
時部門会議や事例検討（ケースに関する情報交換を
含む）の場を通じて、職員同士、自らの姿勢や取り組
みの振り返りの機会としました。

また、法人・施設広報紙やホームページ、運営協議
会等において、地域の方々に向けた情報公開に努め
ました。昨年度は、事業報告・計画の区役所ホーム
ページでの公表等、所定の制度に対応しました。な
お、新型コロナウィルスの影響もあり、貸館の各団体
に対して、随時変更された貸館事業の利用方法に関
して、一律に周知と説明を丁寧に行い、理解と協力を
得ながら感染拡大防止にも努めました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・月例の各種会議や事故防止委員会で振り返りや対
策等を検討します。また、日々の職員ミーティングの
場でもヒヤリハット他細かな気付きも含めた情報を共
有し、意識の高揚と事故防止に努めます。

さらに、横浜市より定期的に配信される、市内の事
故報告や法人内の４ケアプラザの事故事例やヒヤリ
ハット等も事故防止対策として活用します。
・法令及び法人の個人情報規定に基づき、適切に対
応すると共に、内部の各種会議等の機会を活用し
て、全職員への研修を行い、意識啓発に努めます。
また、定期的にマニュアルの点検も併せて行っていき
ます。

・日々、ヒヤリハットも含めて職員間で情報を共有し、
月例の部門別会議や事故防止委員会で復習・対策
検討等をしながら事故の再発防止に努めました。
・個人情報漏洩防止のため、業務手順・体制を定め
ながら、日々の業務を実践しています。そして、手順
等を各職員が確認し合いながら行い、さらに所内の
各種会議等の場を活用して、全職員を対象に研修を
実施し、意識啓発に努めました。

主な研修について
・個人情報保護、プライバシー保護
・運営の基本指針、法人倫理規定、ハラスメント規定
・人権研修



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

生活相談員兼介護職員 ３人
看護職員 ５人
介護職員 １４人
運転手 ８人

契約
者数
等 【契約者数】 78名 【契約者数】 【契約者数】 名

【延べ利用者数】 7874名 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 名

●１割負担分（サービス提供体制
加算Ⅱ・中重度 者ケア体制加算
を含む）
（要介護１） ８２４円/回
(要介護２） ９５１円
（要介護３） １，０８５円
（要介護４） １，２１８円
（要介護５） １，３５２円
●認知症加算１割負担分 ６５円
/回 ●入浴加算１割負
担分 ５４円/回
（２・３割負担のご利用者からは２・
３倍額いただ きます）
●介護職員処遇改善加算 総額の
２．３％ ●食費負担 ７５
０円／食 ●通
常に事業実施地域を越えて送迎を
行う場合 の交通費
越えて１㎞（道程）まで片道 １００
円 ２㎞まで
２００円 ４㎞まで
３００円 ４㎞超
４００円 ●特別な
行事等に係る経費については、事
前に 説明した上で、希望者にご
負担いただきます。

利用者が自立した日常生活を営む
こと及び利用者の家族の負担を軽
減することを目標に、利用者の心
身の特性を踏まえ、その能力に応
じて、入浴・排泄・食事等の介護等
を行うとともに、機能訓練を実施し
ます。また、利用者の家族に対し、
必要に応じて、介護方法等につい
て助言します。

【実施日数】 週７日

【提供時間】 ９：１５～１６：２０

【定員】 ４０人

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３ 通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,986,125 15,986,125 15,883,325 102,800 横浜市より

0 39,300 △ 39,300

0 0 0 6,077 △ 6,077

0 2,675 △ 2,675

0 3,402 △ 3,402

0 0

4,403,761 4,403,761 2,763,812 1,639,949

20,389,886 0 20,389,886 18,692,514 1,697,372

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,434,908 0 11,434,908 9,348,527 2,086,381

7,397,908 7,397,908 6,269,187 1,128,721

1,000,000 1,000,000 873,591 126,409

2,500,000 2,500,000 1,923,000 577,000

30,000 30,000 42,595 △ 12,595

0 0 ハマふれんど

100,000 100,000 86,258 13,742

407,000 407,000 153,896 253,104

1,293,519 0 1,293,519 1,264,233 29,286

20,000 20,000 1,750 18,250

250,000 250,000 94,478 155,522

0 0

0 33,347 △ 33,347

200,000 200,000 209,546 △ 9,546

110,000 0 110,000 144,158 △ 34,158

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 10,000 10,000 10,560 △ 560

その他 100,000 100,000 133,598 △ 33,598

0 0

0 0

75,000 75,000 53,183 21,817

40,000 40,000 774 39,226

15,000 15,000 14,529 471

200,000 200,000 333,487 △ 133,487

0 3,740 △ 3,740

3,600 3,600 3,600 0

379,919 379,919 371,641 8,278

477,926 0 477,926 191,532 286,394

42,000 42,000 10,435 31,565 予算：指定額

435,926 435,926 181,097 254,829

0 0

5,794,740 0 5,794,740 6,582,170 △ 787,430

3,462,740 3,462,740 3,594,290 △ 131,550

1,500,000 1,500,000 1,794,452 △ 294,452

125,000 125,000 122,634 2,366

669,000 0 669,000 759,248 △ 90,248

空調衛生設備保守 237,000 237,000 361,090 △ 124,090

消防設備保守 44,000 44,000 48,664 △ 4,664

電気設備保守 120,000 120,000 74,053 45,947

害虫駆除清掃保守 28,000 28,000 30,659 △ 2,659

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 240,000 240,000 244,782 △ 4,782

38,000 38,000 38,000

0 0 311,546 △ 311,546

474,000 474,000 272,090 201,910 予算：指定額

914,793 0 914,793 934,852 △ 20,059

0 0

914,793 914,793 934,852 △ 20,059

0 0

0 0

0 99,110 △ 99,110

20,389,886 0 20,389,886 18,692,514 1,697,372

0 0 0 0 0

0 0 0 39,300 △ 39,300

435,926 0 435,926 181,097 254,829

△ 435,926 0 △ 435,926 △ 141,797 1,831,552

0 0 0 3,402 △ 3,402 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,000 0 10,000 10,560 △ 560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 10,000 0 △ 10,000 △ 7,158 △ 12,035
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業 収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他   wifi設置費
支出合計

自主事業費 支出

差引

自主事業費 収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和2年度 「横浜市下田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）

雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

23,234,213 23,234,213 22,739,538 494,675 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

5,795,000 5,795,000 5,795,000 0 横浜市より
0 0

0 9,500 △ 9,500

1,486,500 19,500 1,467,000

0 0 0 6,076 △ 6,076

0 2,675 △ 2,675

0 3,401 △ 3,401

0 0

1,486,500 1,486,500 1,486,500

30,669,713 0 30,669,713 28,723,614 1,946,099

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,644,000 0 26,644,000 25,535,625 1,108,375
14,300,000 14,300,000 13,230,700 1,069,300
3,200,000 3,200,000 3,409,557 △ 209,557
8,200,000 8,200,000 8,169,177 30,823

30,000 30,000 35,339 △ 5,339
0 0 ハマふれんど

400,000 400,000 392,332 7,668
514,000 514,000 298,520 215,480

1,222,223 0 1,222,223 900,512 321,711
60,000 60,000 33,690 26,310
200,000 200,000 96,241 103,759

0 0
0 22,441 △ 22,441

250,000 250,000 211,095 38,905
10,000 0 10,000 38,412 △ 28,412

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 10,000 10,000 10,560 △ 560

その他 0 27,852 △ 27,852
0 0
0 0

75,000 75,000 53,183 21,817
120,000 120,000 5,064 114,936
15,000 15,000 10,912 4,088

200,000 200,000 218,647 △ 18,647
0 4,840 △ 4,840
0 0

292,223 292,223 205,987 86,236
1,137,195 0 1,137,195 371,595 765,600

630,000 630,000 189,000 441,000 予算：指定額

38,195 38,195 10,000 28,195
154,000 154,000 136,919 17,081
315,000 315,000 35,676 279,324 予算：指定額

0 0
1,540,295 0 1,540,295 1,749,677 △ 209,382

910,295 910,295 955,444 △ 45,149
400,000 400,000 477,004 △ 77,004
30,000 30,000 32,598 △ 2,598

180,000 0 180,000 201,816 △ 21,816
空調衛生設備保守 63,000 63,000 95,982 △ 32,982
消防設備保守 11,000 11,000 12,936 △ 1,936
電気設備保守 30,000 30,000 19,683 10,317
害虫駆除清掃保守 7,000 7,000 8,149 △ 1,149
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 69,000 69,000 65,066 3,934

0 0

20,000 20,000 82,815 △ 62,815
126,000 126,000 72,325 53,675 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

30,669,713 0 30,669,713 28,629,734 2,039,979
0 0 0 93,880 △ 93,880

0 0 0 29,000 △ 29,000
507,195 0 507,195 182,595 324,600

△ 507,195 0 △ 507,195 △ 153,595 △ 353,600

0 0 0 3,401 3,401 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,000 0 10,000 10,560 20,560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 10,000 0 △ 10,000 △ 7,159 △ 17,159
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和２年度 「横浜市下田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費 収入
自主事業費 支出
自主事業 収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税








